別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　　　項：保健予防費　　　目：精神保健費
	事業名:自殺予防緊急対策事業費　

＜岐阜県地域自殺対策緊急強化基金事業＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　　健康福祉部　保健医療課　精神保健福祉担当　電話番号：058-272-1111（内4806）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：119,545千円（前年度予算額：77,771千円）

	事業内容


	１　事業の内容


 「うつ」の早期発見、早期治療等につなげるため、うつのサインである「不眠」をテーマとして、周囲の家族や同僚、友人による「気づき」、「つなぎ」、「見守り」に繋げる啓発を実施するとともに、うつ病に対する医療等の支援体制の強化を図るため、精神科医と一般かかりつけ医の連携強化を図る。
（1） 対面型相談支援事業　

・専門家による包括支援相談の実施などによる相談支援　　　

（2） 電話相談支援事業

・薬物電話相談等の実施による相談支援

（3） 人材養成事業

・こころの悩みを傾聴できる相談員等の養成

（4） 普及啓発事業

・新聞やラジオ等を通じて、うつのサインである「不眠」をテーマとした啓発

　事業を実施
（５）うつ病に対する医療等の支援体制の強化事業
　　　・うつ病に対する医療等の支援体制を充実するため、精神科医とかかりつけ医との

連携体制を強化するための会議を実施

　　・うつ病に対する医療等の支援体制を充実するため、精神科医療に携わる医師、看

護師、薬剤師等を対象に研修を実施
　　　　　（６）市町村が実施する自殺予防の取り組みに対する助成等
入れる
	２　所要経費


（１）対面型相談支援事業（4,351千円）
（２）電話相談支援事業（2,930千円）

（３）人材養成事業（3,851千円）

（４）普及啓発事業（58,913千円）
（５）うつ病に対する医療等の支援体制の強化事業（12,834千円）
（６）市町村が実施する自殺予防の取り組みに対する助成等（36,666千円）
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅴ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
　４　生涯を通じての健康づくりに取り組む
　　

	２　これまでの取組状況


　平成21年3月に策定した岐阜県自殺総合対策行動計画に基づき、保健･医療・福祉・教育・労働・警察・民間団体等の様々な機関がそれぞれの役割を担い、連携して自殺予防対策を推進している。

また、平成21年7月に「岐阜県地域自殺対策緊急強化基金」を造成することで、3カ年（平成21～23年度）の事業費を確保した。

現下の厳しい経済情勢、増加する自殺者数を踏まえ、この基金を活用して、平成23年度まで集中的かつ総合的、緊急的に自殺予防対策を実施している。
　
	３　これまでの取組に対する評価


　岐阜県自殺総合対策行動計画に基づき関係機関が連携して取り組むことで、従来の精神保健的観点のみならず、社会的要因を踏まえた総合的な取組みの必要性の共有化を図ることができた。

今後も関係機関が連携して、相談支援体制の強化、人材養成、普及啓発等の自殺防止対策を推進して、県内の自殺死亡者数の削減に取り組む。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	77,771
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	77,771

	要求額
	119,545
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	119,545

	決定額
	119,545
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	119,545


